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容
一
郎

Ⅰ
．
は
じ
め
に

Ⅱ
．
保
守
党
・
自
民
党
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
と
連
立
協
定

Ⅲ
．
国
政
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
保
守
党
と
自
民
党

Ⅳ
．
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の
二
大
野
党
と
そ
の
変
容

Ⅴ
．
お
わ
り
に

│
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
現
在

Ⅰ
．
は
じ
め
に

小
選
挙
区
制
と
い
う
厚
い
壁
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
の
旧
自
由
党
・
現
自
由
民
主
党
（
以
下
、
自
民

党
）
は
、
二
大
政
党
政
治
に
対
す
る
不
満
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
、
民
族
主
義
諸
政
党
と
共
に
、
い
わ
ば
第
三
極
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。



二
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周
知
の
よ
う
に
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
は
、
三
六
年
ぶ
り
に
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（hung P

arliam
ent

）
が
出
現
し
た
。
そ
の
結
果
、

保
守
党
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
を
首
班
と
す
る
戦
後
初
の
連
立
内
閣
が
成
立
し
、
一
三
年
ぶ
り
の
政
権
交
代
も
実
現
し
た
。

そ
し
て
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
党
首
率
い
る
自
民
党
は
、
保
守
党
と
の
連
立
を
支
え
る
一
翼
と
し
て
、
戦
後
（
あ
る
い
は
、
自
民
党
結
成

以
来
）
初
の
国
政
政
権
入
り
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

国
政
選
挙
に
比
べ
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
選
挙
・
地
方
議
会
で
は
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
出
現
し
や
す
い
。
そ
の
た
め
、
連
立
の
一
員

と
し
て
当
該
地
方
政
府
を
構
成
す
る
機
会
は
自
民
党
に
も
割
と
多
く
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
自
民
党
も
国
政
政
党
で
あ
り
、
か
つ
、

ホ
イ
ッ
グ
（W

hig

）
あ
る
い
は
自
由
党
と
し
て
国
政
を
運
営
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
以
上
、
そ
の
本
来
の
目
標
が
国
政
レ
ベ
ル
で
の
政
権

獲
得
・
党
政
策
実
現
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
近
年
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
を
理
解
す
る
た
め
、「
知
ら
れ
ざ
る
」
第
三
政
党
・
自
民
党
の
現
在
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
万
年
野
党
」
で
あ
り
続
け
た
自
民
党
が
、
国
政
レ
ベ
ル
の
連
立
協
定

（
政
策
合
意
）
や
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
）
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
着
目
す
る
。
加
え
て
、
元
来
政
策
面
で
は
「
水
と

油
」
の
関
係
に
あ
る
「
保
守
党
」
と
「
自
民
党
」
と
の
連
立
政
権
（
以
下
、
連
立
政
権
）
が
実
現
し
た
要
因
・
背
景
に
つ
い
て
も
、
両
党
の

内
部
事
情
と
そ
の
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

Ⅱ
．
保
守
党
・
自
民
党
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
と
連
立
協
定

こ
こ
で
は
、
連
立
協
定
（coalition agreem

ent

）
に
象
徴
さ
れ
る
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
に
、
相
対
的
弱
者
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
、
ど

の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
検
討
し
て
み
た
い
。
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現
連
立
政
権
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
・
経
済
・
社
会
全
て
を

‘broken ’

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
向
こ
う
五
年
間
の
解

散
総
選
挙
を
封
印
す
る
な
ど
、「
安
定
し
た
」
政
府
に
よ
る
「
ラ
デ
ィ

カ
ル
な
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
表
面
上
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た

（
1
）

。

そ
の
結
果
、
連
立
政
権
と
し
て
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
は
、
信
用
を

失
っ
た
政
治
を
改
革
す
る
こ
と
（
特
に
選
挙
制
度
改
革
）、
記
録
的
な
政

府
債
務
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
学
校
教
育
を
改
善
す
る

こ
と
、
こ
れ
ら
三
つ
が
主
要
優
先
事
項
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
見
る
限
り
、
保
守
・

自
民
両
党
の
主
要
政
策
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
（
表
1
を
参
照
）。

と
り
わ
け
対
Ｅ
Ｕ
政
策
や
移
民
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
質
的
に
「
水
と

油
」
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
現
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
立
政
権
の
政
策
は
、
二
〇
一
〇
年
五

月
一
一
日
に
最
終
合
意
を
見
た
。
前
述
し
た
そ
の
連
立
協
定
に
、
両
党

の
政
策
的
主
張
が
、
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を

調
べ
る
こ
と
で
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
お
よ
び
連
立
政
権
そ
の
も
の
に
対

す
る
両
党
の
影
響
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

表 1　2010年総選挙における三大政党の主要政策比較（要点）

政治改革（選挙制度改革） 経済（政府債務削減）

労働党 ＡＶ制に関する国民投票実施を
確約

年内は景気対策を優先し、2011
年から削減

保守党 超党派の検討委員会を設置
（現行制度維持）

年内にも歳出削減開始

自民党 比例代表制導入を目指す 年内は景気対策を優先し、2011
年から削減

移民政策 対ＥＵ政策

労働党 現行政策維持を通じて移民を減
らす

協調的。欧州における強いイギ
リスを目標

保守党 受入れ人数に上限設定 懐疑的。譲渡した一部の権限を
取り戻す

自民党 長期滞在の優良不法移民にも市
民権付与

積極的。ユーロ導入は国益と合
致する

出典　『朝日新聞』2010年 5 月12日、『毎日新聞』2010年 5 月11日。
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そ
こ
で
、
ま
ず
、
主
要
政
策
ご
と
に
両
党
の
主
張
が
、
ど
の
程
度
、
連
立
協

定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
報
道
・
分
析
に
従
っ
て
「
勝
敗
表
」
を

作
成
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
表
2
の
と
お
り
と
な
る
。

自
民
党
（
比
例
代
表
制
導
入
派
）
と
保
守
党
（
小
選
挙
区
制
維
持
派
）
が
互
い
に

譲
歩
し
た
結
果
（
Ａ
Ｖ
制
導
入
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
実
施
）
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

「
投
票
制
度
の
変
更
は
、
自
民
党
が
ど
の
政
党
と
組
む
か
を
決
定
づ
け
る
必
要

条
件

（
2
）

」
と
し
て
い
た
ク
レ
ッ
グ
の
狙
い
ど
お
り
、
政
治
改
革
で
は
自
民
党
が
収

穫
を
得
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、「
政
治
改
革
」
と
い
う

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
め
ぐ
っ
て
自
民
党
の
相
対
的
弱
者
効
果
が
表
れ
た
か
ら
こ
そ
、

連
立
政
権
誕
生
に
至
っ
た
と
見
て
よ
い
。
逆
に
保
守
党
側
が
こ
こ
ま
で
譲
歩
で

き
た
の
も
、
一
三
年
ぶ
り
に
政
権
を
獲
得
し
た
後
、「
党
」
と
し
て
選
挙
改
革

反
対
運
動
（
Ｎ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
に
着
手
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
を
筆
頭
と
す
る
保
守
党
執
行
部
側
に
も
、「
不

安
定
な
」
単
独
少
数
党
政
権
や
、
総
選
挙
敗
者
同
士
の
労
働
・
自
民
「
進
歩

派
」
連
立
政
権
の
成
立
を
阻
止
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
は
、
そ
の
党
内
基
盤
を
今
後
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

表 2　連立政権の政策プランと両党の政策採用度比較（30点満点）

◎（ 3点）⇒ 党の意見が、ほぼ全面的
に採用

〇（ 2点）⇒党の意見が、一応採用

△（ 1点）⇒ 党の意見が、最低限採用 ×（ 0点）⇒ ほぼパートナー党の意見
に譲歩

政治改革 経済 教育 対外政策・欧州 医療

保守党 〇 〇 △ ◎ ◎

自民党 ◎ △ △ × ×

市民的自由 年金と福祉 移民 環境 家庭 合計

保守党 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 24点

自民党 〇 〇 △ 〇 × 12点

出典　 http://news.bbc.co.uk/2/hi/uk_news/politics/election_2010/8677088.stm
を参考に作成。
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し
か
し
な
が
ら
「
政
治
改
革
」
以
外
の
分
野
に
関
し
て
は
、
連
立
内
相
対
的
強
者
で
あ
る
保
守
党
側
の
主
張
が
、
ほ
ぼ
優
先
的
に
採
用

さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
対
Ｅ
Ｕ
を
含
む
対
外
政
策
、
移
民
問
題
、
家
庭
に
関
す
る
政
策
で
は
、
ほ
と
ん
ど
保
守
党
側
の
主
張
が
採
用

さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

（
3
）

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
連
立
政
権
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
自
民
党
が
及
ぼ
し
た
影
響

は
、
党
略
追
求
や
連
立
政
権
誕
生
と
も
直
結
す
る
「
政
治
改
革
分
野
」
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

総
選
挙
に
伴
う
両
党
の
議
席
差
、
あ
る
い
は
過
去
の
統
治
経
験
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
当
初
か
ら
十
分
予
測
さ
れ

得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
連
立
政
権
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
に
対
す
る
自
民
党
の
影
響
は
、
本
当
に
こ
の
程
度
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

政
治
学
者
の
ク
イ
ン
（T

hom
as Q

uinn

）
ら
は
、
各
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
政
策
的
立
場
と
連
立
政
権
の
政
策
的
立
場
と
を
比
較
し
な
が

ら
、
例
え
ば
政
策
Ｘ
に
つ
い
て
は
Ｙ
党
が
「
得
た
」（gained

）、
あ
る
い
は
、
Ｚ
党
が
「
失
っ
た
」（lost

）
と
い
う
判
定
方
法
で
、
連
立

協
定
と
い
う
包
括
的
政
策
合
意
文
書
の
文
言
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
政
策
領
域
ご
と
比
較
的
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
一
部
の
政

策
領
域
で
は
、
保
守
党
の
ほ
う
が
自
民
党
よ
り
多
く
「
得
た
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
全
体
的
に
「
右
か
左
か
」
と
い

う
尺
度
を
用
い
る
と
、
連
立
協
定
の
内
容
は
保
守
党
よ
り
自
民
党
の
立
場
に
近
く
、
ま
た
全
般
的
に
両
党
と
も
、
当
初
重
視
し
て
い
た
政

策
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
「
得
た
」
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る

（
4
）

。
換
言
す
れ
ば
、
保
守
党
と
の
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
に

お
い
て
、
自
民
党
は
意
外
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
今
度
は
、
彼
ら
の
結
論
、
と
り
わ
け
「
全
体
的
に
『
右
か
左
か
』
と
い
う
尺
度
を
用
い
た
場
合
、
連
立
協
定

（
5
）

の
内
容
は
、
保
守

党
よ
り
も
自
民
党
の
立
場
に
近
い
」
と
い
う
指
摘
に
注
目
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

ク
イ
ン
ら
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
調
査
グ
ル
ー
プ
（the M

anifesto R
esearch G

roup, M
R
G

）
を
通
じ
て
開
発
さ
れ
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た
Ｃ
Ｍ
Ｐ
コ
ー
ド
化
計
画
を
用
い
て
連
立
協
定
を
分
析
し
た
。
こ
れ
は
、
同
一
争
点
に
関
す
る

「
対
決
的
立
場
」
と
い
う
よ
り
、
政
策
面
で
の
「
優
先
事
項
」
の
違
い
を
強
調
し
て
い
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
五
六
個
を
コ
ー
ド
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
変
数
を
『
右
か
左
か
』
の
尺
度
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
各
党
の
政
策
を
測
定
す
る
と
、
各
党
の
全
体
的
立
場
は
、『
右
か
左
か
』
と
い
う
ス
コ
ア

（right-left score

、
以
下
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ス
コ
ア
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
連
立
協
定

の
政
策
的
位
置
、
な
ら
び
に
、
二
大
連
立
与
党
の
平
均
的
な
政
策
的
立
場
を
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
ス
コ
ア
で

示
す
と
、
図
1
の
と
お
り
に
な
る
と
さ
れ
る
。

ク
イ
ン
ら
に
よ
る
と
、
図
1
の
ス
コ
ア
0
は
中
道
を
示
す
の
で
、
保
守
・
自
民
両
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
内
容
の
平
均
は
、
ほ
ぼ
対
極
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
連
立
協
定
の

場
合
、
そ
の
文
言
の
二
五
・
六
％
が
「
右
（right

）」
で
コ
ー
ド
化
で
き
た
の
に
対
し
、

二
四
・
〇
％
は
「
左
（left

）」
で
コ
ー
ド
化
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
連
立
協
定
の
Ｒ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

ス
コ
ア
は
プ
ラ
ス
一
・
六
と
な
る
た
め
、
連
立
協
定
の
政
策
内
容
は
「
中
道
よ
り
や
や
右
」
と
い

う
結
果
に
な
っ
た
。
要
す
る
に
連
立
協
定
の
全
体
的
内
容
は
、
保
守
党
（
そ
の
差
は
一
六
・
〇
）
よ

り
自
民
党
（
そ
の
差
は
四
・
六
）
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
ほ
う
に
近
か
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

（
6
）

。

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
政
府
債
務
削
減
時
期
、
国
防
力
強
化
、
寛
容
な
移
民
政
策
、
Ｅ
Ｕ
へ
の
さ
ら

な
る
権
限
移
譲
に
関
し
て
は
自
民
党
側
の
主
張
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
四
つ
の
優
先
事
項
、
す
な
わ
ち
税
制
の
公
平
化
、
学
校
教
育
改
革
、
環
境
を
重
視
し

図 1　保守・自民両党のマニフェスト内容、および連立協定の内容に関する
　　　　RILE スコアの「左・右」比較

－10 －8 －6 －4 －2 0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

出典　 T. Quinn, J. Bara and J. Bartle, ‘The UK Coalition Agreement of 2010: 
Who Won?’, J. Fisher and C. Wlezien （eds.）, The UK General Election of 
2010  Explaining the Outcome （Abington: Routledge） 2012, p. 183の図を
もとに作成。

自民（－3.0）

↓

連立（＋1.6）

↓

保守（＋17.6）

↓
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た
経
済
、
そ
し
て
政
治
改
革
調
査
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
と
し
て
い
た
。
当
時
自
民
党
の
連
立
交
渉
担
当
議
員
だ
っ
た
ロ
ー

ズ
（D

avid L
aw

s

）
は
、
保
守
党
と
の
交
渉
で
は
自
民
党
と
し
て
望
ん
で
い
た
内
容
の
七
五
〜
八
〇
％
が
確
保
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る

（
7
）

が
、

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
自
民
党
最
大
の
収
穫
は
、
保
守
党
に
「
Ａ
Ｖ
制
導
入
に
関
す
る
国
民
投
票
実
施
」
を
最
終
オ
フ
ァ
ー
と
し
て
提
案

さ
せ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
民
党
の
望
ん
で
い
た
ブ
ラ
ウ
ン
（G

ordon B
row

n

）
首
相
辞
任
と
引
き
換
え
に
、
労
働
党
と
自
民

党
が
本
格
的
な
連
立
交
渉
に
入
り
、
進
歩
派
連
立
政
権
誕
生
の
可
能
性
が
高
ま
る
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
自
民
党
は

「
向
こ
う
五
年
間
解
散
総
選
挙
を
実
施
し
な
い
」
こ
と
を
要
求
し
て
、
保
守
党
側
も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
理
由
に
つ
い
て

は
後
述
）。

こ
う
し
て
み
る
と
、
連
立
協
定
と
い
う
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
（
二
〇
一
〇
年
五
月
）
に
関
し
て
、
自
民
党
は
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト

と
い
う
状
況
を
存
分
に
活
用
し
、
連
立
の
「
か
な
め
的
立
場
と
し
て
の
力

（
8
）

」（pow
er of pivotality

）
を
大
い
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
二
〇
一
〇
年
五
月
当
時
に
限
定
す
る
な
ら
、
保
守
党
と
の
連
立
政
権
づ
く
り
や
、
連
立
政
権
と
し
て
の
政

策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
に
対
し
、
意
外
に
も
自
民
党
は
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
政
策
面
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
結
果
と
「
連
立
の
組
合
せ
（
連
立
交
渉
）」
と
い
う
点
か
ら
見
て
も
、
ど
の
よ

う
な
連
立
政
権
に
も

│
保
守
党
主
体
の
連
立
で
さ
え

│
関
与
で
き
る
「
か
な
め
党
」（pivotal party

）
的
存
在
に
自
民
党
が
成
長
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
自
民
党
は
、
政
府
与
党
を
批
判
す
る
だ
け
の
、
い
わ
ゆ
る
「
国

政
万
年
野
党
」、
あ
る
い
は
単
な
る
「
抵
抗
政
党
」
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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Ⅲ
．
国
政
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
保
守
党
と
自
民
党

次
に
、
連
立
政
権
の
形
成
に
関
し
て
、
保
守
・
自
民
両
党
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
は
、
連
立

を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
守
党
が
「
自
民
党
」
か
ら
、
あ
る
い
は
「
自
民
党
と
の
連
立
」
か
ら
、
い
か
な
る
影
響
を
受
け
て
、
そ
れ
が

何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

1
．
連
立
政
権
形
成
に
対
す
る
保
守
・
自
民
両
党
の
反
応
と
そ
の
背
景

ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
総
選
挙
結
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
党
議
員
の
八
〇
％
は
単
独
少
数
党
政
権
を
希
望
し
て
い
た
と
す

る
報
道
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
財
政
再
建
の
た
め
に
は
安
定
し
た
政
府
が
不
可
欠
ゆ
え
、
保
守
党
の
意
向
は
自
民
党
と
の
閣
外
協
力
で

は
な
く
、
連
立
内
閣
だ
っ
た
と
い
う
報
道
も
あ
る

（
9
）

。
保
守
党
の
場
合
、
お
そ
ら
く
前
者
は
一
般
議
員
（backbenchers

）
の
主
張
で
あ
り
、

後
者
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
な
ど
一
部
の
幹
部
議
員
（frontbenchers

）
の
声
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
見
た
場
合
、
保
守
党
一

般
議
員
の
大
半
（
主
流
）
は
「
右
派
」、
す
な
わ
ち
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
伝
統
的
家
族
観
等
を
重
視
す
る
「
社
会
保
守
」
な
い
し

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
だ
が
、
政
府
と
経
済
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
小
さ
な
政
府
を
志
向
す
る
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

（
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
）」
の
保
守
主
義
者
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
や
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
（G

eorge O
sborne

）
財
務
相
な
ど
党
首

に
近
い
議
員
た
ち
は
、
政
権
奪
回
の
た
め
党
の
イ
メ
ー
ジ
や
方
向
性
を
ソ
フ
ト
化
・
中
道
化
し
よ
う
と
す
る
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
で
、「
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
の
保
守
主
義
者
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
自
民
党
議

員
の
主
流
は
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
か
つ
、
大
き
な
政
府
志
向
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う

に
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
に
象
徴
さ
れ
る
市
場
経
済
重
視
型
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
も
、
近
年
、
幹
部
議
員
の
間
で
徐
々
に
抬
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頭
し
つ
つ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
伝
統
的
に
中
道
左
派
色
の
濃
い
自
民
党
か
ら
す
れ
ば
、
労
働
党
の
ほ
う
が
組
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
当
初

は
考
え
ら
れ
て
い
た
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
自
民
党
員
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
選
挙
制
度
改
革
案
を
保
守
党
が
受
け
入
れ

た
こ
と
に
加
え
、
総
選
挙
で
過
半
数
議
席
を
失
っ
た
現
職
総
理
（
ブ
ラ
ウ
ン
）
を
支
え
る
リ
ス
ク

│
正
当
性
に
欠
け
た
連
立
政
府
を
形

成
す
る
こ
と
で
、
国
民
の
信
頼
を
一
層
失
う
可
能
性

│
を
憂
慮
し
た
結
果
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
自
身
、
国
民
か
ら
の
マ
ン
デ
ー
ト
（
委

任
）
が
最
も
多
い
政
党
に
組
閣
の
第
一
優
先
権
が
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
自
民
党
が
保
守
党
と
連
立
を
組
む
可
能
性
も
生
じ

て
き
た
の
で
あ
る
。

自
民
党
幹
部
議
員
の
大
半
は
、
保
守
党
と
の
連
立
に
伴
う
意
見
の
不
一
致
を
、
あ
る
い
は
、
例
え
ば
大
学
授
業
料
値
上
げ
問
題
を
め
ぐ

る
自
民
党
の
豹
変
と
、
そ
れ
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
非
難
を
、
比
較
的
楽
観
視
し
て
い
た
ら
し
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
だ
が
、
ハ
ン
グ

パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
結
果
が
生
じ
た
た
め
、
そ
の
選
挙
制
度
改
革
要
求
が
容
れ
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
民
党
と
し
て
は
保
守
党
で
あ

れ
労
働
党
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
か
の
政
党
と
「
連
立
」
を
組
む
用
意
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
保
守
党
単
独
政
権
で
も
労

働
党
単
独
政
権
で
も
、
少
数
党
内
閣
と
し
て
行
き
詰
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は

│
よ
り
一
層
の
緊
縮
策
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
、
あ
り

得
な
い
話
だ
が

│
政
府
の
人
気
が
意
外
に
高
ま
っ
た
場
合
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
状
態
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
総

選
挙
実
施
の
例
も
あ
る
よ
う
に
、
政
府
が
再
度
解
散
総
選
挙
に
踏
み
切
る
可
能
性
も
当
然
出
て
く
る
。
そ
し
て
再
び
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ

ン
ト
が
出
現
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
保
守
党
が
再
び
勝
て
る
と
い
う
保
証
は
な
か
っ
た
が
、
実
は
自
民
党
こ
そ
再
総
選
挙
実
施

を
一
番
恐
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
即
座
に
再
び
総
選
挙
を
戦
う
資
金
的
余
裕
が
自
民
党
に
は
全
く
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る

（
10
）

。
前
述
し
た
よ
う
に
、
自
民
党
と
保
守
党
が
向
こ
う
五
年
間
の
解
散
総
選
挙
封
印
を
要
求
し
、
し
か
も
逸
早
く
合
意
し
て
速
や
か
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に
発
表
し
た
真
の
理
由
は
、
自
民
党
側
の
「
台
所
事
情
」
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
、
連
立
政
権
の
形
成
に
対
す
る
両
党
の
反
応
を
知
る
た
め
に
は
、
先
ほ
ど
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
共
通
す
る
党
内
対
立
パ

タ
ー
ン
の
存
在
に
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
保
守
党
の
場
合
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
で
中
道
化
志
向
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と

幹
部
議
員
（
連
立
派
）　

対　

社
会
的
保
守
が
多
数
を
占
め
る
一
般
議
員
（
反
連
立
、
単
独
政
権
派
）」、
そ
し
て
自
民
党
で
は
、「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
中
道
化
志
向
の
ク
レ
ッ
グ
党
首
と
幹
部
議
員
（
連
立
派
）　

対　

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
一
般
議
員

（
労
働
党
と
の
連
立
志
向
派
）」
と
い
う
図
式
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
連
立
政
権
形
成
過
程
を
考
察
す
る
に
は
、
政
党
同
士
の
（
ヨ
コ
の
）

関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
各
党
内
に
お
け
る
党
首
脳⇔

一
般
議
員
・
党
員
と
い
う
（
タ
テ
の
）
関
係
に
も
、
一
応
眼
を
向
け
て
み
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
し
あ
た
っ
て
両
党
首
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
の
「
相
性
の
良
さ
」、
あ
る
い
は
そ
の
理
由
と
な
る
二
人
の
類
似
性
・

共
通
点
と
い
う
「
偶
然
的
要
素
」
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
二
人
は
名
門
校
で
教
育
を
受

け
た
経
歴
を
持
っ
て
お
り
、
年
齢
も
四
〇
歳
を
す
ぎ
た
ば
か
り
（
当
時
）
と
い
う
若
さ
に
加
え
、
政
治
家
と
し
て
も
議
員
歴
一
〇
年
未
満

で
与
党
経
験
は
一
切
な
か
っ
た
し
、
今
や
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
は
共
通
の
政
敵
と
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
、「
進
歩
派
勢
力
」
同

士
と
は
い
え
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
ブ
ラ
ウ
ン
労
働
党
と
簡
単
に
組
め
な
い
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
保
守
党
と
自
民
党

の
、
少
な
く
と
も
主
要
閣
僚
同
士
で
は
、
良
好
な
人
間
関
係
さ
え
存
在
し
た
た
め
、
連
立
政
権
「
調
整
用
マ
シ
ー
ン
」
は
不
要
だ
っ
た
と

い
う
声
す
ら
あ
る

（
11
）

。
ま
た
、
従
来
以
上
に
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
常
態
化
し
や
す
い
今
日
、
総
選
挙
を
再
度
実
施
す
る
リ
ス
ク
や
、

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
結
果
に
見
ら
れ
る
微
妙
な
議
席
差
（
い
わ
ゆ
る
院
内
算
術
）
な
ど
も
、
連
立
政
権
形
成
に
対
す
る
両
党
の
反
応
を
理
解

す
る
う
え
で
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
両
党
の
と
り
わ
け
上
層
部
を
通
じ
て
「
連
立
」
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
両
党
首
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

「
相
互
接
近
へ
の
努
力
」
の
ほ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
十
数
年
前
か
ら
見
ら
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
類
似
性
の
高
ま
り
（
構
造
的
要
因
）

が
あ
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

2
．
保
守
党
に
対
す
る
「
自
民
党
」
お
よ
び
「
自
民
党
と
の
連
立
」
の
影
響
と
そ
の
意
味

保
守
党
の
場
合
、
自
民
党
と
の
連
立
に
関
し
て
は
、
党
首
・

・

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
巧
み
な
党
内
「
操
縦
」
が
注
目
さ
れ
る
。
連
立
交
渉
当
時

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
党
の
幹
部
議
員
や
一
般
議
員
に
対
し
（
真
実
か
ど
う
か
、
か
な
り
疑
わ
し
い
の
だ
が
）「
労
働
党
は
国
民
投
票
抜
き
の
Ａ
Ｖ

制
を
自
民
党
に
提
案
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
Ａ
Ｖ
制
導
入
の
賛
否
を
国
民
投
票
で
問
う
と
し
た
『
保
守
党
・
自
民
党
』
の
連
立
形
成
に
諸

君
が
反
対
し
て
し
ま
っ
た
ら
、『
労
働
党
・
自
民
党
プ
ラ
ス
そ
の
他
』
の
連
立
政
権
が
成
立
し
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
国
民
投
票
抜
き

の
ス
ト
レ
ー
ト
な
Ａ
Ｖ
制
実
現
に
も
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
会
合
で
は
予
想
ど
お
り
一
握
り
の
右
派
議

員
が
異
議
を
唱
え
た
も
の
の
、
党
首
か
ら
こ
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
は
大
半
の
一
般
議
員
も
自
民
党
と
の
連
立
に
従
う
以
外
な
く
、
キ
ャ
メ

ロ
ン
の
提
案
、
す
な
わ
ち
自
民
党
と
の
完
全
連
立
案
は
、
も
は
や
既
成
事
実
に
近
い
形
で
党
内
承
認
さ
れ
た

（
12
）

。

極
論
す
れ
ば
、
自
民
党
と
の
連
立
は
、
事
実
上
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
比
較
的
彼
に
近
い
幹
部
議
員
の
主
導
で
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
。
一
部
を
除
け
ば
、
一
般
議
員
は
も
ち
ろ
ん
幹
部
議
員
で
す
ら
、
こ
の
流
れ
に
口
を
は
さ
み
に
く
い
状
況
を
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
自
ら
、

つ
く
り
だ
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
保
守
党
内
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
・

・

自
身
が
軸
と
な
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

の
形
で
連
立
政
権
の
形
成
に
至
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

一
方
自
民
党
で
も
、
保
守
党
と
の
連
立
は
、
基
本
的
に
「
党
首
お
よ
び
一
部
の
幹
部
議
員
」
中
心
で
行
わ
れ
た
。
自
民
党
で
は
、
以
前

か
ら
ク
レ
ッ
グ
党
首
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
し
て
党
内
批
判
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
党
と
の
連
立
交
渉
中
、
党
内
協
議
不
足
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だ
と
い
う
不
満
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

（
13
）

。
党
是
と
も
い
う
べ
き
選
挙
制
度
改
革
の
実
現
が
か
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
が
、
五
月
の
総
選
挙
時
は
二
七
％
も
あ
っ
た
そ
の
支
持
率
が
三
か
月
後
に
は
一
四
％
に
減
少
し
た
た
め
、
連
立
入
り
は
む
し

ろ
逆
効
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
さ
え
党
内
に
広
ま
り
始
め
た
。
と
り
わ
け
、
ク
レ
ッ
グ
が
Ｖ
Ａ
Ｔ
引
き
上
げ
な
ど
一
定
の

政
策
で
保
守
党
側
に
譲
歩
し
た
こ
と
に
対
す
る
党
内
の
不
満
は
大
き
く
、
あ
る
自
民
党
元
下
院
議
員
な
ど
は
、
保
守
党
と
の
連
立
と
そ
れ

に
基
づ
く
妥
協
を
、「
悪
魔
と
の
夕
食

（
14
）

」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
連
立
政
権
は
成
立
し
た
も
の
の
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
の
泰
斗
で
保
守
党
上
院
議
員
で
も
あ
る
ノ
ー
ト
ン
（P

hilip 

N
orton

）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
両
党
が
「
頭
部
・
上
半
身
で
合
同
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
下
半
身
で
は
（
よ
り
正
確
に

は
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
的
に
心
の
部
分
で
は
）
合
同
し
て
い
な
か
っ
た

（
15
）

」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
「
両
党
首
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
づ
く
り
に
関
与
し
た
が
、
自
分
に
従
う
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
下
院
議
員
た
ち
を
説
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
連
立
交
渉

中
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
党
内
右
派
議
員
を
繋
ぎ
と
め
よ
う
と
し
た
が
、
彼
ら
は
正
式
に
支
持
し
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

…
…
院
外
で
は
、
選
挙
レ
ベ
ル
の
連
立
は
一
切
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
保
守
党
も
自
民
党
も
、
別
々
の
存
在
と
し
て
選
挙
を
戦
っ
た
か

ら
で
あ
る

（
16
）

」。
そ
れ
ゆ
え
、
自
民
党
あ
る
い
は
自
民
党
と
の
連
立
が
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
い
う
の
は
、
両
党
の
「
党

首
」
あ
る
い
は
「
影
の
閣
僚
」
レ
ベ
ル
の
み
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
地
方
党
員
・
活
動
家
の
レ
ベ
ル
で
も
、
何
ら
か
の
軋
轢

や
協
力
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
形
成
や
、
対
立
し
た
主
要
争
点
を
め
ぐ
る
一
般
議
員
の
造
反
も
含
め
、
こ
の

連
立
が
基
本
的
に
は
両
党
の
ほ
ぼ
院
内
政
党
上
層
部
限
定
の
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
点
は
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
議
院
内
閣
制
諸
国
の
連
立
政
権
を
考
察
す
る
場
合
、
既
述
の
よ
う
に
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
（
と
り
わ
け
保

守
党
議
員
と
自
民
党
議
員
）
と
い
う
い
わ
ば
「
ヨ
コ
」
の
相
互
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
連
立
を
組
む
政
党
内
で
見
ら
れ
る
「
タ
テ
」
の
政
治
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競
争
な
い
し
相
互
関
係
・
対
立
も
、
一
応
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
17
）

。
政
党
と
い
う
の
は
、
単
一
か
つ
一
枚
岩
の
ア
ク
タ
ー
で
は

な
く
、
政
治
的
官
職
の
追
求
や
特
定
政
策
の
実
現
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
多
様
な
形
態
で
行
動
す
る
、
様
々
な
党
内
諸
要
素
の
複
合
体

だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
自
民
党
あ
る
い
は
自
民
党
と
の
連
立
が
（
キ
ャ
メ
ロ
ン
）
保
守
党
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
し
て
み
る
と
、
保
守
「
党

組
織
全
体
」
と
い
う
よ
り
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
個
人
」
と
そ
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ほ
う
に
、
よ
り
意
義
深
い
効
果
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
逆
（
保
守
党
と
の
連
立
が
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
に
及
ぼ
し
た
影
響
）
も
ま
た
然
り
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
リ
ー
（S

im
on L

ee

）
の
見
解
に
従
え
ば
、
連
立
政
権
の
形
成
を
通
じ
て
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
の
保
守
・

自
民
両
党
首
脳
の
失
策
（
保
守
党
↓
単
独
過
半
数
獲
得
に
失
敗
、
自
民
党
↓
前
回
総
選
挙
よ
り
五
議
席
減
）
を
両
党
の
不
満
分
子
で
さ
え
忘
れ
て

し
ま
う
ほ
ど
「
大
胆
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
集
め
る
機
会
」
が
効
果
的
に
提
供
さ
れ
た

（
18
）

か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
本
人
か
ら

す
れ
ば
、
自
民
党
と
の
連
立
は
、
自
身
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
補
強
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
院
内
保
守
党
で

は
、「
社
会
保
守
」
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
首
相
時
代
以
降
定
着
し
て
し
ま
っ
た
「
冷
酷
な
党
」

（nasty party

）
と
い
う
印
象
を
完
全
に
払
拭
し
、
逆
に
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
な
い
し
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
立
場
を
貫
く
た
め
に
は
、

自
民
党
と
の
連
立
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
有
効
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
過
半
数
議
席
を
取

れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
政
策
遂
行
の
失
敗
、
党
内
改
革
な
ど
に
対
す
る
党
内
右
派
か
ら
の
批
判
を
「
連
立
」
の
せ
い
に
し
て
受
け
流
す
こ

と
も
で
き
る
の
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
流
「
そ
ら
し
の
政
治
」（politics of defl ection

）
ま
で
正
当
化
で
き
る
か
ら
で
あ
る

（
19
）

。

し
た
が
っ
て
、
特
に
元
来
党
内
基
盤
が
盤
石
で
な
い
キ
ャ
メ
ロ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
存
在
な
い
し
自
民
党
と
の
連
立

に
は
、「
お
膝
元
」
か
ら
の
批
判
・
党
首
降
ろ
し
を
巧
み
に
か
わ
す
た
め
の
「
防
壁
」
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
う
し
た
意
味
で
、
自
民
党
の
存
在
、
あ
る
い
は
自
民
党
と
の
連
立
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
保
守
「
党
」
以
上
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
本

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
．
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の
二
大
野
党
と
そ
の
変
容

こ
こ
で
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
の
結
果
、
両
党
の
連
立
政
権
が
実
現
し
た
要
因
・
背
景
を
探
る
た
め
、
各
党
の
内
部
事
情
と
そ
の
変

容
を
や
や
詳
細
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
常
に
イ
ギ
リ
ス
政
党
政
治
に
内
在
し
、
党
首
選
挙
や
党
政
策
形
成
な
ど
の
基
本

的
輪
郭
を
構
成
す
る
、
前
述
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
図
式
を
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

元
来
政
策
的
に
は
「
水
と
油
」
の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ
た
両
党
で
は
あ
る
が
、
Ⅲ
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
両
党
は
内
部
に
政
策
・
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
緊
張
関
係
を
抱
え
て
い
る
。
大
雑
把
に
い
え
ば
、
そ
の
基
本
的
な
対
立
軸
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
政
府
と
経
済
（
ま

た
は
自
由
主
義
）
の
あ
り
方
「
政
府
介
入
重
視
（social liberalism

）⇔

市
場
経
済
重
視
（econom

ic/classic liberalism

）」、
社
会
の
あ
り

方
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル⇔

社
会
保
守
」、
そ
し
て
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
保
守
党
の
場
合
は
、
党
の
あ
り
方
「
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー⇔

ト
ラ

デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

自
民
党
は
、
社
会
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
総
じ
て
リ
ベ
ラ
ル
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
保
守
党
で
は
、
相
対
的
に
「
市
場
経
済
重
視
、
社

会
保
守
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
」
の
保
守
主
義
者
が
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
派
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
、
保
守
党

の
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
（
現
首
相
）
の
立
場
は
、
既
に
触
れ
た
と
お
り
「
市
場
経
済
重
視
、
社
会
リ
ベ
ラ
ル
、
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
で
あ
る
と

見
ら
れ
る
。

ま
た
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
（
現
副
首
相
）
は
、
長
年
自
民
党
の
基
本
的
立
場
で
あ
っ
た
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
か
ら
、「
エ
コ
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ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
へ
の
方
向
転
換
（
改
革
あ
る
い
は
中
道
化
）
を
象
徴
す
る
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
ま

で
の
両
党
歴
代
党
首
に
比
べ
る
と
、
二
人
に
は
そ
の
社
会
的
政
治
的
経
歴
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
や
方
向
性
で
も
、

重
複
す
る
部
分
や
共
鳴
し
や
す
い
要
素
が
多
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
総
選
挙
前
、
イ

ギ
リ
ス
政
治
史
上
初
と
な
る
一
連
の
公
開
テ
レ
ビ
党
首
討
論
会
な
ど
で
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
そ
の
テ
レ
ビ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
演
説
能
力

が
党
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
何
ら
か
の
貢
献
を
し
た
と
い
う
点
で
も
、
二
人
に
は
共
通
す
る
部
分
が
多
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
両
党
の
連
立
実
現
の
要
因
と
背
景
を
理
解
す
る
手
が
か
り
の
一
部
と
し
て
、
両
「
党
首
」
の
存
在
・
役
割
を
無
視
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

1
．
自
民
党
の
変
容

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
後
、
自
民
党
を
代
表
し
て
連
立
交
渉
を
担
当
し
た
ロ
ー
ズ
下
院
議
員
は
、
交
渉
中
の
経
緯
を
叙
述
し
た
『
五
月
の

二
十
二
日
間　

自
民
・
保
守
連
立
政
権
の
誕
生
』（
二
〇
一
〇
年
）
と
い
う
著
書
の
な
か
で
、
一
九
九
七
〜
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
ニ
ュ
ー

レ
ー
バ
ー
政
権
時
代
、
労
働
党
と
自
民
党
に
よ
る
「
進
歩
派
」
連
立
実
現
の
機
会
は
常
に
存
在
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
結
局
そ
れ

が
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
要
因
と
し
て
、
彼
は
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
の
労
働
党
「
地
滑
り
」
勝
利
、
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
労
働
党
首
脳
側

に
党
内
純
血
主
義
が
根
強
か
っ
た
こ
と
、
労
働
党
純
血
主
義
の
象
徴
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
二
〇
〇
八
年
以
降
党
首
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
す

こ
と
に
失
敗
し
た
こ
と
の
三
点
を
挙
げ
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
前
後
、
自
民
党
首
脳
に
は
保
守
党
と
の
連
立
に
踏
み
出

そ
う
と
す
る
野
心
は
一
切
な
く
、
あ
く
ま
で
国
益
と
党
益
（
自
民
党
と
し
て
の
政
策
優
先
事
項
、
と
り
わ
け
選
挙
制
度
改
革
の
実
現
可
能
性
）
を

考
慮
し
て
判
断
し
た
結
果
、
保
守
党
と
の
連
立
形
成
に
至
っ
た
の
だ
と
い
う

（
20
）

。

さ
ら
に
ロ
ー
ズ
は
、
両
党
の
連
立
形
成
が
実
現
に
至
っ
た
短
期
的
要
因
と
し
て
、
①
二
〇
一
〇
年
議
会
（
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
）
の
政



二
四
八

党
別
議
席
差
に
伴
う
「
院
内
算
術
」、
す
な
わ
ち
労
働
党
・
自
民
党
の
合
計
獲
得
議
席
数
（
過
半
数
に
届
か
な
い
三
一
五
議
席
）
よ
り
保
守
党

単
独
獲
得
議
席
数
（
三
〇
七
議
席
）
の
ほ
う
が
わ
ず
か
に
少
な
か
っ
た
こ
と
、
②
イ
ギ
リ
ス
と
世
界
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
（
安
定
し
た
強

力
な
政
府
の
必
要
性
）、
そ
し
て
③
過
去
数
年
間
の
主
要
政
党
の
動
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で
も
決
定
的
役
割
を
果
た
し
た
要
因
と
し

て
、
彼
は
①
を
最
重
要
視
し
て
い
る
。
総
選
挙
結
果
に
基
づ
く
「
院
内
算
術
」
の
結
果
次
第
で
は
、
自
民
党
と
労
働
党
が
組
む
可
能
性
も

否
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
保
守
党
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
目
的
で
「
Ａ
Ｖ
制
」
と
い
う
譲
歩
案
を
自
民
党
に
提
示
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
即
座
の
再
総
選
挙
実
施
を
懸
念
す
る
自
民
党
側
も

│
比
例
代
表
制
と
い
う
第
一
志
望
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ

│
Ａ
Ｖ
制
に
関
す

る
国
民
投
票
実
施
と
い
う
こ
と
で
妥
協
で
き
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る

（
21
）

。

本
稿
は
、
③
の
要
因
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
微
妙
な
議
席
差
に
基
づ
く
院
内
算
術
の
結
果
、
そ
し
て
両
党
の
思
惑
が
一

致
し
た
結
果
、
保
守
・
自
民
両
党
の
連
立
政
権
が
実
現
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
両
党
と
も
党
内
部
に
変
化
が
生
じ
な
か
っ
た

ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
、
ク
レ
ッ
グ
両
党
首
が
そ
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
か
っ
た
し
、
結
果
的
に
連
立
政
権
の
形
成
は
相
当
困

難
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
に
見
ら
れ
た
自
民
党
の
主
な
変
容
は
、
前
述
の
と
お
り
⒜
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
重
視

の
立
場
か
ら
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
志
向
に
シ
フ
ト
し
た
点
、
そ
し
て
⒝
ク
レ
ッ
グ
党
首
の
選
出

（
22
）

で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
重
大
な
変
化
と
し
て
、
⒞
一
九
八
八
年
に
就
任
し
た
ア
シ
ュ
ダ
ウ
ン
（Jerem

y, ‘P
addy ’ A

shdow
n

）
党
首
時
代
以

降
、
自
民
党
内
権
力
闘
争
の
結
果
、
地
方
党
員
・
党
活
動
家
以
上
に
党
下
院
議
員
（
院
内
政
党
）
が
徐
々
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
つ
つ
あ
っ

た
と
い
う
同
党
の
党
内
事
情
を
つ
け
加
え
た
い
。

⒜
に
関
し
て
強
調
す
べ
き
は
、
全
体
的
に
自
民
党
の
「
労
働
党
離
れ
」
が
進
行
し
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
（C

harles K
ennedy

）
党
首
時
代
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の
二
〇
〇
四
年
当
時
、
ロ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
自
民
党
右
派
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
『
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク　

自
由
主
義
の
再
主
張
』

（T
h

e O
ran

ge B
ook: R

eclaim
in

g L
iberalism

）
と
い
う
論
文
集
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る

（
23
）

。
そ
の
内
容
は
、
旧
自
由
党
（
自
民

党
）
の
理
念
・「
自
由
主
義
」
の
二
大
潮
流
の
一
つ
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
立
場
を
政
策
分
野
別
に
再
主
張
し
た
も
の

で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
民
党
自
由
主
義
の
も
う
一
つ
の
伝
統
（
主
流
）
で
あ
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
批
判
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
再
表
明
さ
れ
た
自
民
党
的
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
は
、
別
名
「
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
・
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
」（O

range B
ook L

iberalism

）
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
因
み
に
そ
の
寄
稿
者
に
は
、
保
守
党
と
の
連
立
交
渉
を
担
当
し
た

ロ
ー
ズ
の
ほ
か
、
ク
レ
ッ
グ
現
党
首
や
ケ
ー
ブ
ル
（V

ince C
able

）
産
業
・
刷
新
・
技
術
担
当
相
、
二
〇
〇
七
年
に
ク
レ
ッ
グ
と
党
首
選

挙
を
争
っ
た
ヒ
ュ
ー
ン
（C

hris H
uhne

）
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
・
気
候
変
動
担
当
相
な
ど
、
党
内
の
大
物
政
治
家
が
含
ま
れ
て
い
た
。

党
内
の
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
（M

enzies C
am

pbell

）
党
首
時
代
の
二
〇
〇
七
年
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」

の
立
場
か
ら
、
党
内
左
派
議
員
が
『
国
家
を
徹
底
的
に
つ
く
り
な
お
す　

二
一
世
紀
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』（R

ein
ven

tin
g 

th
e S

tate: S
ocial L

iberalism
 for th

e 21st C
en

tu
ry

）
と
題
す
る
論
文
集
を
出
版
し
て
い
る
。
ク
レ
ッ
グ
と
ヒ
ュ
ー
ン
は
こ
ち
ら
に
も
寄

稿
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
冊
の
相
次
ぐ
刊
行
は
、
政
策
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
の
自
民
党
内
主
導
権
争
い
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。『
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
』
の
内
容
は
、
経
済
社
会
問
題
に
対
す
る
「
大
き
な
政
府
」
的
「
増
税
プ
ラ
ス
支
出
」
的
解
決
か
ら
の
脱
却
に
、

そ
し
て
特
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
供
給
者
利
益
支
持
か
ら
の
脱
却
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
（
地
方
）
公
共
部
門
労

働
者
の
多
い
自
民
党
活
動
家
側
か
ら
反
発
を
受
け
て
い
た

（
24
）

か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
の
ク
レ
ッ
グ
党
首
選
出
は
、
こ
う
し
た
党
内
主
導
権
争
い
に
お
け
る
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
側
の
勝
利
と

解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
伝
統
が
完
全
に
消
滅
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の



二
五
〇

で
は
な
い
。
自
民
党
歴
代
党
首
の
な
か
で
も
ク
レ
ッ
グ
は
、
保
守
党
と
も
労
働
党
と
も
「
均
等
に
距
離
を
置
き
」、「
同
党
に
と
っ
て
ベ
ス

ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
思
え
る
党
と
手
を
組
む
」
こ
と
が
で
き
る
初
め
て
の
党
首
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ク
レ
ッ
グ
が

党
首
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
保
守
党
に
近
い
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
へ
の
シ
フ
ト
も
本
格
化
し
た
し
、
ま
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

保
守
党
と
の
連
立
も
可
能
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

確
か
に
、
ク
レ
ッ
グ
が
党
首
と
し
て
果
た
し
た
役
割
は
、
決
し
て
小
さ
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ク
レ
ッ
グ

「
党
首
」
の
個
人
的
立
場
や
役
割
を
強
調
し
す
ぎ
る
と
、
よ
り
本
質
的
な
部
分
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
。
ま
ず
、
党
首
選
挙

結
果
（
註
22
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ク
レ
ッ
グ
は
党
内
か
ら
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
党
首
に
選
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
地
方
党
員
・
活
動
家
の
利
益
を
代
弁
し
て
い
た
ヒ
ュ
ー
ン
に
僅
差
（
得
票
率
〇
・
六
％
差
）
で
勝
利
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ク
レ
ッ
グ
は
有
権
者
の
間
で
個
人
的
な
人
気
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
党
内
的
立
場
は
思
っ
た
ほ
ど
強
固
な
も
の
で
あ

る
と
は
断
言
で
き
な
い
。
ま
た
、
既
述
の
よ
う
に
『
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
』
が
刊
行
さ
れ
、
自
由
主
義
に
関
す
る
党
内
論
争
が
本
格
化
し
た

の
は
、
ク
レ
ッ
グ
が
党
首
に
就
任
す
る
少
な
く
と
も
三
年
前
（
ケ
ネ
デ
ィ
元
党
首
時
代
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
立
場
を
ク
レ
ッ
グ
自
ら
が
完
全
に
放
棄
し
た
り
否
定
し
た
と
い
う
証
拠
も
な
い
。

さ
ら
に
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
、
今
日
、
自
民
党
内
で
党
首
が
党
の
あ
り
方
に
そ
れ
な
り
の
影
響
力
を
及
ぼ
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
地
方
党
員
や
地
方
議
員
以
上
に
党
下
院
議
員
（
院
内
自
民
党
）
の
漸
進
的
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
が
進
ん
で
い
た

こ
と
を
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
院
内
政
党
か
ら
組
織
化
し
て
い
っ
た
保
守
党
と
は
異
な
り
、
旧
自
由
党
と
労
働
党
内
右
派

（
社
会
民
主
党
）
と
の
合
併
（
一
九
八
八
年
）
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
自
民
党
の
党
内
構
造
は
、
い
わ
ば
「
連
邦
的
党
内
構
造
」（the federal 

party

）
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
自
民
党
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
各
自
民
党
に
分
か
れ
て
お
り
、
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特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
自
民
党
の
場
合
は
、
全
国
自
民
党
に
そ
の
政
策
事
項
が
委
ね
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
研
究
者
ド
ラ
イ
バ
ー

（S
tephen D

river

）
に
よ
る
と
、
そ
の
党
内
構
造
上
「
院
内
自
民
党
」（
党
下
院
議
員
）
は
「
明
白
か
つ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
役
割
を
一
切
持
た

さ
れ
て
い
な
い

（
25
）

」
た
め
、
そ
の
位
置
づ
け
は
中
途
半
端
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
そ
の
分
、
地
方
党
員
・
活
動
家
の

ほ
う
が
、
今
ま
で
は
相
対
的
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
中
央
（
特
に
下
院
議
員
）」
と
「
地
方
（
党
員
・
活
動
家
）」
と
の
間
で
分
裂
や
権
力
闘
争
が
生
じ
て
も
、
前
者
は
党
内
の

単
な
る
一
要
素
的
位
置
づ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
自
民
党
の
場
合
、
二
〇
〇
八
年
現
在
で
六
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
「
党
員
」
の

ほ
う
が
、
党
務
や
政
策
決
定
に
関
し
て
は
、
圧
倒
的
に
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
と
り
わ
け
一
九
八
九
年
以
降
、
各
種
地
方
選
挙
や
総
選
挙
で
当
選
者
が
多
く
な
り
、
必
然
的
に
自
民
党
議
員
も
増
加
し
て

い
っ
た
。
同
時
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
政
党
公
的
助
成
や
私
的
支
援
金
も
拡
大
し
た
結
果
、
従
来
以
上
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
党
選

挙
マ
シ
ー
ン
の
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
党
外
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
、
選
挙

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
任
し
た
結
果
、
党
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
の
伝
統
的
選
挙
運
動
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
選

挙
戦
術
や
党
組
織
が
専
門
職
化
し
た
こ
と
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
的
地
方
党
員
・
活
動
家
へ
の
依
存
度
も
従
来
以
上
に
減
少
し
、
自
民
党
内
の

権
力
関
係
が
逆
転
す
る
傾
向
、
す
な
わ
ち
「
院
内
自
民
党
の
強
大
化
」
イ
コ
ー
ル
「
地
方
党
員
・
活
動
家
の
相
対
的
弱
体
化
」
傾
向
が
出

て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
党
政
策
形
成
過
程
も
、
従
来
の
「
党
員
・
党
大
会
中
心
型
」
か
ら
、
党
首
お
よ
び
党
下
院
議
員
に
よ
る

「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
自
民
党
は
、
そ
れ
な
り
に
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
地
方
政
治
以
外
に
国
政
で
も
、
既
成
政
党
に
対
す
る
不
満
の
「
受
け
皿
」
的
役
割
を
果
た
し
た
り
す
る
な
ど
、
旧
自
由
党
以
上



二
五
二

の
成
功
ま
で
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
必
然
的
に
党
内
主
導
権
が
党
首
や
党
下
院
議
員
の
側
に
シ
フ
ト
し
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
党
員
に
も
国
民
に
も
人
気
の
あ
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ
党
首
や
、
ベ
テ
ラ
ン
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
党
首
が
、
い
ず
れ

も
自
民
党
下
院
議
員
の
「
党
内
ク
ー
デ
タ
」
で
党
首
の
座
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
さ
れ
た
（
そ
し
て
そ
の
結
果
、
ク
レ
ッ
グ
現
党
首
登
場
の
き
っ

か
け
が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
）
と
い
う
事
実
は
、
そ
う
し
た
自
民
党
内
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
シ
フ
ト
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

（
26
）

。

自
民
党
内
部
事
情
と
そ
の
変
容
を
考
慮
し
て
み
た
場
合
、
保
守
党
と
の
連
立
で
ク
レ
ッ
グ
党
首
が
果
た
し
た
役
割
と
い
う
の
は
、
確
か

に
軽
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ク
レ
ッ
グ
党
首
単
独
で
の
貢
献
と
い
う
よ
り
、
自
民
党
側
の
党
内
構
造
の
特
質
に
関
連
す
る

党
内
権
力
バ
ラ
ン
ス
変
化
が
近
年
生
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ク
レ
ッ
グ
も
党
首
と
し
て
連
立
へ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
自
民
党
は
、
野
党
時
代
に
不
満
の
「
受
け
皿
」
的
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
結
果
的
に
党
政
策
の
シ
フ
ト
や
、

保
守
・
労
働
二
大
政
党
並
の
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
化
を
経
験
し
た
。
そ
し
て
そ
の
帰
結
と
し
て
、
自
民
党
の
内
部
変
化
と
、

そ
れ
に
伴
う
保
守
党
と
の
連
立
が
、
あ
る
程
度
実
現
可
能
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

2
．
保
守
党
の
変
容

ブ
レ
ア
（T

ony B
lair

）
政
権
時
代
の
中
道
的
か
つ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
労
働
党
理
念
に
対
抗
し
て
、
二
大
野
党
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
右
傾
化
」（
保
守
党
）
な
ら
び
に
「
左
傾
化
」（
自
民
党
）
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
既
述
の
よ
う
に
、
自
民
党
で
は
、

ク
レ
ッ
グ
党
首
登
場
以
前
か
ら
党
内
に
変
化
が
生
じ
た
結
果
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
時
代
（
二
〇
〇
七
年
〜
）
に
中
道
化
、
す
な
わ
ち
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
一
辺
倒
か
ら
の
脱
却
（
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
強
調
）
に
一
応
成
功
し
た
。

一
方
保
守
党
は
、
一
九
九
七
年
以
降
、
コ
ア
ボ
ー
ト
戦
略
と
称
し
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
拘
り
続
け
、
結
果
的
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
流
ト
ラ

デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
右
派
）
の
「
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
（
市
場
経
済
重
視
）、
社
会
保
守
、
欧
州
懐
疑
主
義
」
依
存
か
ら
脱
却
（
中
道
化
）
で



イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
自
由
民
主
党
の
現
在
（
渡
辺
）

二
五
三

き
ず
に
い
た
。
正
確
に
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
以
前
の
歴
代
党
首

│
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 H

ague

、
党
首
在
任
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
一
年
）、
ダ
ン

カ
ン
ス
ミ
ス
（Iain D

uncan S
m
ith

、
同
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
年
）、
ハ
ワ
ー
ド
（M

ichael H
ow

ard

、
同
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
五
年
）

│
も

「
党
首
」
と
し
て
野
党
保
守
党
を
蘇
生
さ
せ
る
べ
く
中
道
化
や
党
内
改
革
を
そ
れ
な
り
に
試
み
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
の

い
わ
ゆ
る
「
セ
ン
タ
ー
」
に
陣
取
っ
た
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
と
ブ
レ
ア
に
終
始
圧
倒
さ
れ
続
け
た
。
ま
た
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
時
代
以
降
党

内
で
増
大
し
て
い
た
「
右
派
」
議
員
の
存
在
と
圧
力
も
無
視
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
周
知
の
よ
う
に
一
三
年
間
も
政
権
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
右
派
の
デ
ー
ヴ
ィ
ス
（D

avid D
avis

）
を
決

選
投
票
で
倒
し
た
二
〇
〇
五
年
党
首
選
挙

（
27
）

で
あ
っ
た
。
で
は
、
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
に
は
、
い
か
な
る
特

徴
が
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、
何
か
と
類
似
点
の
多
い
ク
レ
ッ
グ
党
首
と
比
較
し
た
場
合
、
保
守
党
の
変
容
に
関
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の

貢
献
と
影
響
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

現
在
、
連
立
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
構
成
す
る
三
大
要
素
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
次
の
よ
う
な
論
理
思
考
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
①
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
に
対
す
る
批
判
（
も
は
や
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
だ
け
で
は
、broken

な
イ
ギ
リ
ス

を
立
て
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
）⇒

②
よ
っ
て
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
下
令
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
を
制
限
す
べ
き
で
あ
る⇒

③
そ

の
た
め
に
は
、
地
方
分
権
化
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
個
人
に
、
も
っ
と
多
く
の
権
力
が
与
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る

（
28
）

。
こ
の
指
摘
に
従
う
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
イ
ギ
リ
ス
の

再
建
に
関
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
で
財
政
を
悪
化
さ
せ
た
「（
大
き
な
）
政
府
」
の
役
割
よ
り
も
、「
地
方
」
や
「
社
会
」
の
役

割
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
え
る
。
特
に
こ
の
「
地
方
」
重
視
の
姿
勢
は
、
伝
統
的
な
自
民
党
（
旧
自
由
党
）
の
理
念
と
も
合
致
し



二
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四

て
い
る
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
で
そ
の
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
政
府
」
で
は
な
く
「
社
会
」
を
重
視
す
る
キ
ャ
メ
ロ
ン

の
立
場
は
、
い
わ
ゆ
る
「
偉
大
な
社
会
」（B

ig S
ociety

）
プ
ラ
ン
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
政
府
の
役
割
を
地
域
社
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
こ
と
で
、
目
下
の
財
政
赤
字
削
減
に
貢
献
す
る
と
い
う
戦
略
に
も
通
じ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
地
方
政
治
」
改
革
あ
る
い
は
地
域
「
社
会
」
を
通
じ
て
人
び
と
に
責
任
を
果
た
し
て
も
ら
う
こ
と
を
強
調
す

る
姿
勢
な
い
し
自
由
主
義
観
は
、
ク
レ
ッ
グ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
七
年
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、‘I am

 a liberal C
onservative ’

と
述
べ
て
、「
自
由
主
義
的
保
守
主
義
」（liberal C

onservatism

）

と
い
う
哲
学
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
そ
れ
は
、
無
意
味
な
個
人
主
義
や
利
己
的
な
自
由
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
共
同
体
の
義
務
と
か
「
制

度
」
と
い
っ
た
保
守
主
義
的
価
値
観
を
強
調
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
少
な
く
と
も
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

環
境
保
護
、
そ
し
て
ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
と
い
う
四
つ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
、
保
守
主
義
と
自
由
主
義
と
の
間
に
共
通
の
地

盤
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

（
29
）

。
換
言
す
れ
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
自
由
主
義
と
は
融
合
可
能
な
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
同
時

に
、
来
た
る
（
二
〇
一
〇
年
）
総
選
挙
で
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
出
現
を
見
据
え
た
結
果
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
従
来
以
上
に
協
力
し

や
す
く
な
っ
た
自
民
党
に
対
し
、
保
守
党
党
首
の
立
場
で
送
っ
た
秋
波
と
し
て
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ビ
ー
チ
（M

att B
eech

）
に
よ
れ
ば
、
確
か
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
前
述
し
た
「
自
由
主
義
的
保
守
主
義
」
を
好
ん

で
用
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
彼
の
思
想
を
厳
密
に
要
約
す
る
概
念
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
政
治
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

上
の
配
置
転
換
と
い
っ
た
、
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
当
然
果
た
す
べ
き
任
務
を
遂
行
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
が
自
ら
の
保
守
主
義
に‘liberal ’

を
つ
け
加
え
る
理
由
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
社
会
・
道
徳

問
題
に
つ
い
て

│
例
え
ば
、
同
性
愛
夫
婦
に
対
す
る
寛
容
な
ど

│
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
自
分
に
敵
対
し
「
社
会
保
守
」
を
標
榜
し
て
き
た
党
内
議
員
グ
ル
ー
プ
（
右
派
）
を
牽
制
す
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
一
九
九
七
年
以
降
の
野
党
（
不
毛
）
時
代
に
払
拭
し
き
れ
な
か
っ
た
「
冷
酷
な
党
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
か
ら
保
守
党
を
切
り
離
す
こ

と
が
で
き
る
。
二
つ
目
は
、
自
分
が
保
守
傍
流
の
異
端
の
党
首
で
は
な
く
、
む
し
ろ
例
え
ば
一
九
世
紀
の
ピ
ー
ル
（R

obert P
eel

）
や

デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）、
あ
る
い
は
二
〇
世
紀
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（S

tanley B
aldw

in

）
な
ど
の
系
譜
に
連
な
る
現
実
的

か
つ
穏
健
な
保
守
主
義
者
と
し
て
の
立
場
を
強
調
で
き
る
。
そ
し
て
三
つ
目
と
し
て
は
、
当
初
の
予
想
以
上
に
「
大
き
な
政
府
・
中
央
集

権
化
し
た
」
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
自
由
」
を
、
国
民
に
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
30
）

。

要
す
る
に
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
的
な
保
守
主
義
と
の
違
い
を
示
し
、
な
お
か
つ
、
自
身
の
党
内
主
導
権
を
確
立
・
強
化
（
党
内
権
力
闘
争

に
勝
利
）
す
る
だ
け
で
な
く
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
か
ら
の
久
々
の
政
権
奪
回
に
も
利
用
で
き
そ
う
な
政
治
理
念
を
構
築
す
る
と
な
る
と
、

必
然
的
に
「
自
由
主
義
的
保
守
主
義
」
と
い
う
形
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
で
あ
れ
ば
、
右
傾
化
し
た

ク
レ
ッ
グ
自
由
党
と
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
提
携
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ビ
ー
チ
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
自
由
主
義
的
保
守
主
義
に
つ
い
て
、
完
璧
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
保
守
党

「
党
首
」
の
政
策
理
念
で
あ
る
が
ゆ
え
重
要
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
四
大
特
徴
（
要
素
）
と
し
て
、
以
下
の
点
を
挙
げ
て

い
る
。

・
個
人
の
自
由
を
最
大
化
し
た
り
、
自
由
社
会
に
財
と
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
提
供
し
た
り
す
る
た
め
の
最
も
有
効
な
手
段
と
し
て
、
ネ

オ
・
リ
ベ
ラ
ル
の
経
済
哲
学
を
重
視
す
る
が
、
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
見
ら
れ
が
ち
な
強
硬
か
つ
原
理
主
義
的
な
も
の
で
は
な
い
。

・
従
来
的
か
つ
サ
ッ
チ
ャ
ー
的
な
保
守
党
右
派
の
保
守
主
義
と
区
別
し
て
も
ら
う
た
め
、
環
境
重
視
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国
際
協
力
、
貧
困

へ
の
関
与
、
そ
し
て
、
公
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
提
供
す
る
存
在
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｓ
存
続
な
ど
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
る
。



二
五
六

・
同
じ
理
由
で
、
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
よ
う
に
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
な
態
度
を
示
す
。

・
国
際
問
題
に
つ
い
て
は
、
世
界
各
国
の
民
主
化
に
も
関
与
す
る
「
理
想
（
自
由
）
主
義
的
側
面
」
と
、
例
え
ば
Ｅ
Ｕ
の
介
入
に
反
発
し

て
、
英
国
益
の
積
極
的
追
求
に
も
関
与
す
る
「
現
実
（
保
守
）
主
義
的
側
面
」
と
を
併
せ
持
っ
て
い
る

（
31
）

。

見
方
に
よ
れ
ば
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
と
い
う
の
は
、
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
、
と
り
わ
け
「
社
会
保
守
」
的
側
面
か
ら
の
脱
却
戦
略

に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
党
首
と
し
て
の
演
説
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
環
境
な
ど
を
重
視
す
る
姿
勢
を
打

ち
出
す
と
同
時
に
、「
現
代
的
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」（m

odern, com
passionate C

onservatism

）
を
標
榜
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
「
党
首
」
と
し
て
、
保
守
党
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
あ
る
い
は
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
の
立
場
か
ら
保
守

党
の
あ
り
方
を
変
え
よ
う
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
保
守
党
の
政
権
奪
回
も
自
民
党
と
の
連
立
も
実
現
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ビ
ー
チ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
「
ポ
ス
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」
あ
る
い
は
「
ポ
ス
ト
・
ニ
ュ
ー
レ
ー

バ
ー
」
の
保
守
主
義
か
も
し
れ
な
い
が
、
決
し
て
「
ア
ン
チ
・
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
」
の
保
守
主
義
で
は
な
い

（
32
）

こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
の
「
自
由
主
義
的
保
守
主
義
」
と
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
「
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ

ム
」
は
、
十
分
調
和
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
両
者
と
も
自
己
の
党
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
相
対
的
少
数
派
」
で
あ
り
、
両
者
共
通
の
敵

は
「
社
会
保
守
」、
そ
し
て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
な
る
か
ら
で
あ
る

（
33
）

。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
党
内
基
盤
が
完
全
に
盤
石

と
は
い
え
な
い
二
人
に
と
っ
て
、
両
党
の
連
立
形
成
・
維
持
は
、
党
内
主
導
権
争
い
に
お
け
る
相
互
援
助
あ
る
い
は
共
同
防
衛
の
手
段
に

も
つ
な
が
る
筈
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
お
よ
び
そ
の
一
派
と
、
党
内
一
般
議
員
（
一
九
二
二
年
委
員
会
）
と
の
関
係
に
つ
い

て
、
若
干
触
れ
て
み
た
い
。
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
結
果
に
対
す
る
保
守
党
一
般
議
員
の
不
満
は
、
過
半
数
議
席
を
取
り
損
ね
た
た
め
自
民
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党
と
連
立
を
組
ま
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
閣
僚
・
大
臣
ポ
ス
ト
の
取
り
分
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
自
民
党
と
の
連
立
に

よ
っ
て
、「
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
」
政
策
ま
で
実
現
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
、
こ
れ
ら
二
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年

五
月
二
六
日
に
投
票
が
実
施
さ
れ
た
一
九
二
二
年
委
員
会
委
員
長
選
挙
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
推
す
候
補
者
が
「
反
キ
ャ
メ
ロ
ン
改
革
」

候
補
者
に
「
八
五　

対　

一
二
六
」
で
敗
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
に
対
す
る
党
内
不
満
（
分
子
）
の
存
在

を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

（
34
）

。

し
か
し
、
深
刻
な
党
内
分
裂
や
造
反
、
あ
る
い
は
ダ
ン
カ
ン
ス
ミ
ス
元
党
首
時
代
（
二
〇
〇
三
年
）
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
「
キ
ャ
メ
ロ

ン
党
首
降
ろ
し
」
の
動
き
は
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
本
格
化
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
一
番
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
連
立
と
い

う
形
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
お
か
げ
で
保
守
党
が
一
三
年
ぶ
り
に
「
政
権
」
に
返
り
咲
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た

意
味
で
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
の
一
三
年
間
は
、
自
民
党
の
変
容
と
保
守
党
の
変
容
を
、
同
時
に
刺
激
す
る
う
え
で
役
立
っ
た
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
連
立
に
至
る
ま
で
の
自
民
党
の
変
容
が
ク
レ
ッ
グ
党
首
登
場
以
前
か
ら
党
内
構
造
の
面

で
徐
々
に
始
ま
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
保
守
党
の
変
容
に
関
し
て
は
、
や
は
り
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
「
個
人
」
の
存
在
と
役
割
が
、
と
り
わ

け
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
本
人
に
よ
る
「
党
首
」
と
し
て
の
貢
献
や
影
響
は
、
相
対
的
に
ク
レ
ッ
グ
党
首
よ
り
も
大

き
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

ロ
ー
ズ
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
両
党
が
連
立
に
踏
み
切
っ
た
直
接
的
理
由
・
き
っ
か
け
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
結
果
（
ハ

ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
）
に
基
づ
く
前
述
の
「
院
内
算
術
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
な
ど
、
政
策

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
で
両
党
が
連
立
を
実
現
で
き
た
最
も
注
目
す
べ
き
要
因
・
背
景
は
、
両
党
首
の
存
在
・
貢
献
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
両
党

の
変
容
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
変
容
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共



二
五
八

通
点
と
同
時
に
相
違
点
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
党
首
の
果
た
し
た
個
人
的
、
あ
る
い
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

役
割
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

そ
れ
で
も
、
あ
え
て
両
党
の
違
い
を
強
調
し
て
み
る
と
、「
党
首
」
の
持
つ
意
味
で
は
、
自
民
党
よ
り
保
守
党
の
ほ
う
が
相
対
的
に
大

き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
結
局
、
元
来
「（
政
権
を
確
保
で
き
る
と
い
う
条
件
つ
き
で
院
内
政
党
か
ら
支
持
さ
れ
た
）『
党
首
』
主
権
の
保
守
党
」

と
、「
か
つ
て
は
党
構
造
全
体
の
一
要
素
に
す
ぎ
ず
、
近
年
の
選
挙
上
の
成
功
に
よ
っ
て
院
内
政
党
と
そ
の
代
表
た
る
『
党
首
』
の
地
位

が
向
上
し
て
き
た
自
民
党
」
と
い
う
、
二
つ
の
政
党
の
歴
史
的
発
展
過
程
や
党
内
構
造
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
違
い
な
ど
か
ら
、
両
党
の
変
容

に
関
す
る
基
本
的
な
相
違
が
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
自
民
党
の
長
期
的
変
容
に
加
え
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
形
で
、
両
党
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
接
近
も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
結
果
が
出
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
、
現

在
の
両
党
連
立
政
権
実
現
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅴ
．
お
わ
り
に

│
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
自
由
民
主
党
の
現
在

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
要
点
を
列
挙
す
る
と
、
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
な
る
。

◆　

連
立
協
定
に
象
徴
さ
れ
る
連
立
政
権
ア
ジ
ェ
ン
ダ
形
成
や
、
国
政
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
保
守
党
に
対
し
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
な
ら
び
に

同
党
と
の
連
立
は
、
想
像
以
上
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

◆　

連
立
政
権
の
本
質
は
、
両
党
の
「
頭
（
党
首
）」
を
軸
と
し
た
「
党
内
上
半
身
」
同
士
の
連
立
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

◆　

こ
の
連
立
に
よ
る
最
大
の
受
益
者
は
、（
現
時
点
で
は
）
保
守
党
「
党
首
」
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
で
あ
る
。
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◆　

保
守
・
自
民
両
党
が
戦
後
初
の
連
立
を
組
む
こ
と
が
で
き
た
要
因
・
背
景
と
し
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
お
よ
び
ク
レ
ッ
グ
と
い
う
二
人

の
党
首
が
個
人
的
に
果
た
し
た
役
割
に
加
え
、
二
人
に
長
期
的
な
い
し
間
接
的
に
影
響
を
与
え
た
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
の
存
在
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

◆　

連
立
実
現
の
要
因
と
背
景
に
つ
い
て
、
両
党
の
内
部
事
情
か
ら
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
両
党
の
構
造
的
特
質
や
歴
史
的
展
開
な

ど
の
違
い
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
の
場
合
、
ク
レ
ッ
グ
「
党
首
」
の
個
人
的
効
果
・
貢
献
は
軽
視

で
き
な
い
。
し
か
し
、
近
年
、
不
満
の
「
受
け
皿
」
的

│
国
内
理
想
主
義
者
の
拠
り
所
的

│
野
党
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
国
政

レ
ベ
ル
で
も
支
持
さ
れ
て
き
た
「（
良
識
あ
る
自
由
主
義
的
）
第
三
政
党
」
内
部
の
漸
進
的
変
容
の
ほ
う
に
、
そ
れ
以
上
の
ウ
ェ
イ
ト
を

置
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
保
守
党
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
の
個
人
的
効
果
・
積
極
的
貢

献
の
ほ
う
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

目
下
（
二
〇
一
三
年
現
在
）、
自
民
党
支
持
率
の
低
迷
や
選
挙
敗
北
、
支
持
者
の
自
民
党
離
れ
と
い
っ
た
流
れ
が
続
い
て
お
り
、
自
民
党

は
保
守
党
と
の
連
立
の
せ
い
で
現
実
主
義
の
波
に
埋
没
し
た
感
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙

結
果
に
伴
う
保
守
党
と
の
連
立
政
権
形
成
に
関
し
て
は
、
自
民
党
も
そ
れ
な
り
に
相
対
的
弱
者
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、

「
か
な
め
党
」
と
し
て
の
役
割
を
担
え
る
存
在
に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
時
代
（valence politics

の
時
代
）
と
も
い
わ
れ
る
今
日
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
執
着
を
持
た
な
い
浮
動
票
層
や
、
二
大
政
党
に
不
満
を
持
つ
有
権
者
が
増
大
し
た
。
自
民
党
は
、（
旧
自
由
党
時
代
も
含
め
て
）
そ

う
し
た
有
権
者
の
受
け
皿
と
し
て
求
心
力
を
高
め
つ
つ
、
他
方
で
二
大
政
党
と
の
連
立
交
渉
に
も
十
分
対
応
で
き
る
現
実
的
柔
軟
性
や
適

応
力
を
着
実
に
備
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
党
内
基
盤
が
強
固
と
は
い
え
な
い
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
「
党
首
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
そ



二
六
〇

の
政
権
・
党
内
運
営
か
ら
す
れ
ば
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
、（
皮
肉
に
も
）
い
わ
ば
「
助
け
舟
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
自
民
党
は
地
方
政
治
や
国
政
選
挙
で
徐
々
に
支
持
を
伸
ば
し
て
躍
進
し
た
結
果
、
既
述
の
よ
う
に
、
二
大
政
党
並
の
「
選
挙

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
に
成
長
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
保
守
党
と
の
連
立
政
権
下
で
現
実
主
義
的
立
場
か
ら
国

政
に
関
与
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
野
党
時
代
に
培
っ
て
き
た
期
待
や
信
頼
、
存
在
理
由
を
喪
失
し
て
い
き
、
有
権
者
や
伝
統
的
な

自
民
党
支
持
層
か
ら
も
「
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
に
、「
理
想
主
義
的
第
三
政
党
」

│
と
し
て
有
権

者
に
認
識
さ
れ
続
け
て
き
た

│
自
民
党
最
大
の
ジ
レ
ン
マ
と
課
題
が
あ
る
。

既
に
触
れ
た
「
自
民
党
の
変
容
」
と
連
立
入
り
、
そ
の
背
景
の
一
つ
と
も
い
え
る
が
党
内
で
職
業
政
治
家
・
公
選
職
が
従
来
以
上
に
優

勢
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
連
立
へ
の
関
与
に
よ
っ
て
政
策
面
の
競
合
関
係
が
多
少
弱
ま
り
競
争
の
「
質
」
が
変
化
し
た
こ
と
、
野
党
時
代

と
は
違
っ
て
「
社
会
」
よ
り
「
国
家
（
政
府
）」
に
軸
足
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
（
紙
幅
の
関
係
上
、
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
）
政
党
に
対
す
る
国
家
助
成
が
従
来
以
上
に
拡
大
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
一
連
の
現
象
を
踏
ま
え
る
と
、

現
在
の
イ
ギ
リ
ス
自
民
党
は
、
メ
ア
（P

eter M
air

）
が
主
張
す
る
一
種
の
「
カ
ル
テ
ル
政
党
」
化
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と

評
価
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
変
化
と
傾
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守
党
の
一
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委
員
会
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一
九
二
三
年
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
新
人
議
員
の
党
内
教
育
機
関
と
し
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
一
般
議
員
の
党
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
存
在
と
な
り
、
党
首
選
挙
な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
二
年
委
員
会

の
役
割
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
議
員
の
「
空
気
」
を
幹
部
議
員
に
伝
え
る
こ
と
、
党
首
選
挙
を
管
理
す
る
こ
と
、
院
内
業

務
を
議
論
す
る
た
め
定
期
的
に
会
合
を
開
く
こ
と
、
党
下
院
議
員
の
一
五
％
が
一
九
二
二
年
委
員
長
宛
て
に
書
面
で
党
首
不
信
任
投
票
実
施
を
訴
え

た
場
合
、
委
員
長
は
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
実
質
的
な
現
職
党
首
降
ろ
し
の
主
体
と
な
る
）。

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
挙
党
態
勢
確
立
を
目
標
と
し
て
（
真
の
狙
い
は
、
右
派
の
多
い
一
般
議
員
の
発
言
力
を
弱
め
る
た
め
）、
一
九
二
二
年
委
員
会

で
閣
僚
・
大
臣
な
ど
幹
部
議
員
も
投
票
で
き
る
よ
う
同
委
員
会
を
よ
り
開
放
的
に
す
る
と
い
う
提
案
を
強
引
に
行
っ
て
、
半
ば
無
理
矢
理
成
立
さ
せ

た
。
そ
う
し
た
や
り
方
と
提
案
の
内
容
に
反
発
し
た
多
く
の
一
般
議
員
の
不
満
が
、
こ
の
時
の
一
九
二
二
年
委
員
長
選
挙
で
爆
発
し
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
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